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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

●
合
格
者
と
研
究
テ
ー
マ

芦
川
敏
洋
（
62
歳
）

「
地
域
経
済
の
成
長
可
能
性
（
都
道
府
県
別
・
資
本
ス
ト
ッ

  

ク
と
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
計
を
踏
ま
え
た
実
証
分
析
）」

葛
岡
功
弥
子
（
52
歳
）

「
と
畜
場
の
枝
肉
冷
却
工
程
に
お
け
る

  

微
生
物
危
害
制
御
に
関
す
る
研
究
」

関
口
　
浩
（
66
歳
）

「
聴
覚
脳
神
経
学
に
基
づ
く

  

重
畳
音
声
分
離
再
構
成
に
関
す
る
研
究
」

中
島 

み
ゆ
き
（
55
歳
）

「
災
害
復
興
に
お
け
る
「
尊
厳
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  

―
石
巻
市
大
川
地
区
の
時
間
、
記
憶
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
」

永
森 

和
子
（
52
歳
）

「
１
９
１
０
〜
１
９
３
０
年
代
の

  

日
本
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
研
究
」

福
岡 

隆
夫
（
63
歳
）

「
金
ナ
ノ
粒
子
の
自
己
集
合
化
異
方
性
構
造
の

  

創
製
と
応
用
」

森
山
　
茂
（
61
歳
）

「
マ
ウ
ス
胎
仔
の
腸
管
上
皮
に
お
け
る
細
胞
数
と
発
生
過

程
の
数
理
表
現
に
関
す
る
研
究 

―
マ
ウ
ス
臓
器
の
マ
ス

タ
ー
遺
伝
子
発
見
に
関
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
網
羅
的
解
析
と

遺
伝
病
の
起
源
、
原
因
解
明
―
」

（
五
十
音
順
、
年
齢
は
授
与
式
当
日
）

２
０
２
０
（
令
和
２
年
度
）

50
歳
以
上
「
博
士
号
取
得
支
援
事
業
」

選
考
決
定
証
授
与
式　

２
０
２
０
年
度
・
博
士
号
取
得
支
援

事
業
合
格
者
の
選
考
決
定
証
授
与
式
が
、

２
０
２
１
年
３
月
25
日
、
東
京
・
虎
ノ

門
の
生
涯
学
習
開
発
財
団
事
務
所
に
て

行
わ
れ
た
。

　

授
与
式
で
は
、
今
年
の
申
請
者
は
コ

ロ
ナ
下
で
も
研
究
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、

選
考
に
苦
労
し
た
こ
と
と
な
ど
、
張
競

選
考
委
員
長
か
ら
総
評
が
あ
っ
た
。

　

財
団
理
事
長
・
横
川
浩
は
日
本
陸
連

会
長
で
も
あ
る
が
、「
陸
上
競
技
に
お
い

て
は
、
山
は
高
く
裾
野
は
広
く
が
目
標
。

合
格
し
た
皆
さ
ま
は
、
生
涯
学
習
を
広

げ
る
生
き
方
を
さ
れ
、
研
究
で
は
高
い

山
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
後
進
の
目
標
と
な
る
よ
う
ご
活
躍
い

た
だ
き
た
い
」
と
ご
挨
拶
し
た
。

直前にマスクを外し短時間で撮影してています。

冒頭で理事長・横川浩からご挨拶。
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本
財
団
の
博
士
号
取
得
支
援
事
業
第
11
回
の
募
集
は
昨
年
の
年
末

に
締
め
切
ら
れ
、
全
部
で
85
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
一
次
選
考

で
は
選
考
委
員
会
に
よ
り
15
名
の
候
補
者
が
選
び
出
さ
れ
、
2
月
12

日
、
第
一
次
合
格
者
の
面
接
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

二
次
選
考
の
面
接
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
て

の
試
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
二
次
選
考
委
員
会
に
よ
る
最
終
選
考
の

結
果
、
7
名
の
合
格
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
過
去
の
一
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
資
料
や
デ
ー

タ
の
収
集
、
現
地
調
査
や
実
験
な
ど
研
究
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
困
難
に
め
げ
ず
、

博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
応
募
者
の
姿
に
、
横
川

浩
理
事
長
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
一
同
は
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研
究
業
績
を
挙
げ
た
応
募
者
が

多
く
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
採
用
枠
に
は
限
り
が
あ
り
、
最
終
合
格

者
を
絞
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
考
委
員
に
と
っ
て
は
例
年

以
上
に
難
し
い
判
断
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た
方
は
一
層

精
進
し
、来
年
以
降
も
応
募
す
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

め
で
た
く
合
格
し
た
方
は
ま
す
ま
す
努
力
し
、
一
日
も
早
く
博
士
号

を
取
得
す
る
よ
う
、
選
考
委
員
一
同
は
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
一
層
推
進
す
る
た
め

に
、
選
考
委
員
一
同
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本
事
業
の
ま
す
ま
す
の

発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選考の言葉

■
研
究
目
的

　

静
岡
県
職
員
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
「
地
域
経
済

分
析
に
関
す
る
見
識
や
成
果
」
を
博
士
論
文
に
ま
と
め

た
い
と
、
在
任
中
か
ら
後
期
博
士
課
程
に
進
ん
だ
。
日

本
経
済
は
47
都
道
府
県
の
集
合
体
で
あ
り
、「
地
域
経

済
の
成
長
可
能
性
」
を
分
析
す
る
こ
と
が
「
日
本
経
済

の
再
生
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
国
レ
ベ
ル
で
議
論

さ
れ
て
い
た
「
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
伸
び
が
経
済
成
長
に

及
ぼ
す
効
果
」
や
、
成
長
に
関
す
る
「
地
域
間
格
差
が

収
束
す
る
の
か
、
発
散
な
の
か
の
論
争
」
に
つ
い
て
、

全
国
47
都
道
府
県
ベ
ー
ス
で
の
検
証
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
た
め
に
、「
資
本
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
」
と
し
て
、

県
民
経
済
計
算
の
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
を
用
い
て
「
資
本
形

成
累
計
額
」
を
積
上
げ
算
的
に
試
算
す
る
こ
と
や
、
47

都
道
府
県
の
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
計
作
業
に
挑
ん
だ
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

繁
忙
な
公
務
と
並
行
し
て
論
文
を
仕
上
げ
る
の
は
予

想
以
上
に
大
変
で
、
５
年
か
か
っ
た
が
無
事
博
士
号
を

授
与
さ
れ
た
。
学
問
的
専
門
領
域
で
認
め
ら
れ
、
確
た

る
自
信
が
つ
い
た
。
今
後
も
研
究
活
動
を
続
け
る
が
、

学
会
な
ど
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
発
表
が
で
き
る
。
財

団
の
こ
の
支
援
事
業
で
は
、
自
分
と
同
様
に
博
士
号
取

得
を
目
指
す
社
会
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
き

な
励
み
と
な
っ
て
い
る
。
定
年
退
職
後
２
年
間
は
、
再

任
用
で
県
の
職
員
研
修
所
で
人
材
育
成
担
当
も
し
た
。

後
輩
諸
氏
の
励
み
に
な
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。

芦川 敏洋
62歳

●

静岡県立大学大学院
2021年３月博士号取得
静岡県経営管理部参事
浜松学院大学・静岡大学

非常勤講師

地
域
経
済
の
成
長
可
能
性

（
都
道
府
県
別
・
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
推
計
を
踏
ま
え
た
実
証
分
析
）

選考委員長   張 競
明治大学教授／博士(学術)

2020
●

博士号取得支援決定をうけて

２０２０● 「博士号取得支援事業」
選考決定証授与式

コロナ対策のため短時間だったが、自己紹介と交流が行われた。 85名の応募者の中から選ばれた方々。
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■
研
究
目
的

　

食
品
衛
生
行
政
に
携
わ
る
な
か
で
課
題
で
あ
っ
た
食

肉
の
安
全
性
確
保
に
つ
な
が
る
研
究
。
食
肉
の
細
菌
汚

染
は
深
刻
か
つ
広
範
な
健
康
被
害
を
招
く
が
、
こ
れ
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
、
と
畜
場
に
お
け
る
枝
肉
の
処
理
工

程
で
の
細
菌
等
に
よ
る
汚
染
の
リ
ス
ク
を
制
御
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
食
の
国
際
化
に
伴
い
、
と

畜
場
に
お
い
て
も
国
際
的
な
食
品
衛
生
管
理
手
法
で
あ

る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
運
用
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
国
際
標
準
に
適
合
す

る
だ
け
で
な
く
、
国
内
と
畜
場
の
現
場
実
態
も
考
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
背
景
か
ら
、
国
内
の

と
畜
場
に
お
け
る
微
生
物
危
害
制
御
の
た
め
の
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
導
入
に
向
け
て
、
実
行
可
能
な
衛
生
管
理
手
法
を

数
理
統
計
学
（
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
モ
デ
リ
ン
グ
及
び
混

合
効
果
モ
デ
ル
等
）
に
よ
り
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

食
品
流
通
の
国
際
化
に
伴
い
、
国
外
の
知
見
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
博
士
課
程
に
進
ん
だ
の
は
情

報
を
精
査
・
発
信
す
る
能
力
を
強
化
す
る
た
め
で
も
あ

る
。
50
歳
代
の
社
会
人
大
学
院
生
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

現
場
の
要
求
に
直
結
し
た
課
題
を
取
り
上
げ
、
実
態
に

即
し
た
解
決
方
法
を
導
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
本
支
援
事
業
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

他
分
野
で
最
先
端
の
研
究
を
さ
れ
る
方
々
と
交
流
も
で

き
、
今
後
の
研
究
に
向
け
て
大
い
に
励
み
と
な
っ
た
。

■
研
究
目
的

　

大
災
害
で
被
災
し
た
人
々
が
、
納
得
感
と
安
心
感
を

も
っ
て
生
活
再
建
で
き
る
に
は
何
が
必
要
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
。
石
巻
市
大
川

地
区
は
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
４
０
０

世
帯
が
内
陸
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
に

は
震
災
前
に
訪
れ
、
豊
か
な
自
然
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

に
共
感
を
持
っ
て
い
た
。
震
災
後
も
通
い
続
け
、「
参

与
観
察
」
と
い
う
形
で
復
興
過
程
を
見
守
っ
て
い
る
。

修
士
過
程
で
は
集
団
移
転
や
防
潮
堤
な
ど
主
に
イ
ン
フ

ラ
復
旧
を
め
ぐ
る
合
意
形
成
に
つ
い
て
課
題
を
ま
と
め

た
。
博
士
研
究
で
は
さ
ら
に
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再

建
に
必
要
な
要
素
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
の
人
々
と

ジ
オ
ラ
マ
や
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
り
つ
つ
、
記
憶
や
伝
承

を
め
ぐ
る
合
意
形
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

被
災
地
に
関
わ
っ
た
当
初
は
記
者
の
視
点
だ
っ
た

が
、
復
興
が
長
期
か
つ
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
、
研
究
と
い
う
形
で
構
造
的
に
考
え
た
い
と

大
学
院
に
入
学
し
た
。
学
部
卒
業
時
に
大
学
院
進
学
を

希
望
し
て
い
た
が
叶
わ
ず
、
20
年
の
記
者
生
活
と
子
育

て
を
経
て
通
っ
た
大
学
院
は
、
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
。

松
田
妙
子
前
理
事
長
が
元
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
記
者
で
、
子
育
て

後
に
博
士
号
を
取
得
し
た
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

論
文
と
並
行
し
て
、
災
害
復
興
や
人
口
減
少
時
代
の
地

域
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
一
般
書
も
執
筆
し
た
い
。

■
研
究
目
的

　

霊
長
類
や
哺
乳
類
は
、
外
部
か
ら
様
々
な
音
が
同
時

に
聞
こ
え
る
重

ち
ょ
う

畳た
ん

音
声
か
ら
、
必
要
な
音
だ
け
を
聞

き
分
け
る
能
力
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
人
工
的
な
機
械
で

行
う
の
は
非
常
に
難
し
い
。
現
在
、
自
動
会
議
録
作
成

シ
ス
テ
ム
や
聴
覚
支
援
シ
ス
テ
ム
等
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、
従
来
の
方
法
で
は
分
離
性
能
は
不
十
分
で
あ

る
。
本
研
究
で
は
、
人
間
の
聴
覚
神
経
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
音
声
特
徴
量
の
時
間
推
移
類
似
性
に
基
づ
い
て
話
者

毎
の
聴
覚
情
景
物
体
に
分
離
す
る
）
に
注
目
。
こ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
上
手
く
動
作
す
る
た
め
に
は
、
音
声
特
徴

抽
出
量
に
ス
パ
ー
ス
性
（
少
数
の
要
素
で
多
数
の
要
素

か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
全
体
の
振
る
舞
い
を
表
現
す
る
こ

と
）
が
あ
る
、
と
の
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
。
こ
れ

を
重
畳
音
声
分
離
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
用
い
る
こ
と
で
、

分
離
し
た
音
声
の
品
質
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
当
時
も
最
先
端

だ
っ
た
、
人
間
の
視
覚
や
聴
覚
の
認
知
機
能
と
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
融
合
す
る
分
野
を
面
白
い
と
感
じ
、
ず
っ
と

関
わ
っ
て
き
た
。
定
年
を
契
機
に
、
近
年
発
達
し
て
い

る
機
械
学
習
を
用
い
て
、
認
知
機
能
の
分
野
を
深
堀
り

し
た
い
思
い
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
て
、
研
究
の
世

界
に
入
っ
た
。
シ
ニ
ア
対
象
の
奨
学
金
は
少
な
い
の
で

あ
り
が
た
い
。
応
募
総
数
を
聞
い
て
競
争
率
の
高
さ
に

驚
い
た
。
合
格
し
た
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。

葛岡 功弥子
52歳

●

中島 みゆき
55歳

●

関口　浩
66歳

●

岐阜大学大学院
連合獣医学研究科
豊橋市役所健康部

東京大学大学院
学際情報学府

毎日新聞社 記者
（一社）長面浦海人理事

東京大学大学院
工学系研究科

先端学際工学専攻

と
畜
場
の
枝
肉
冷
却
工
程
に
お
け
る

微
生
物
危
害
制
御
に
関
す
る
研
究

災
害
復
興
に
お
け
る「
尊
厳
」と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン  

―
石
巻
市
大
川
地
区
の
時
間
、
記
憶
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
―

聴
覚
脳
神
経
学
に
基
づ
く

重
畳
音
声
分
離
再
構
成
に
関
す
る
研
究
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■
研
究
目
的

　

１
９
１
０
～
３
０
年
代
、
東
京
の
町
並
み
が
近
代
化

し
、
映
画
等
の
新
し
い
娯
楽
が
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ

て
、
人
々
の
感
性
が
変
化
し
た
。
従
来
と
は
異
な
る
視

点
や
価
値
観
か
ら
日
常
を
眺
め
る
こ
と
で
、
自
己
の
認

識
や
在
り
方
も
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
様
相
を
文
学
か

ら
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
最
初
期

の
短
編
「
秘
密
」
に
現
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
要
素
が
、

そ
の
後
の
谷
崎
や
他
の
作
家
の
作
品
に
ど
の
よ
う
に
受

け
継
が
れ
展
開
し
て
い
く
の
か
を
追
っ
て
い
く
。
個
々

の
作
品
を
繋
が
り
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
全
体

か
ら
見
え
て
く
る
日
本
文
学
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
を

見
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
分
の
研
究

を
英
語
で
発
信
す
る
こ
と
で
、
海
外
の
研
究
者
と
つ
な

が
り
、
文
学
研
究
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

若
い
研
究
者
と
競
合
せ
ず
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
事

業
と
知
り
、
応
募
し
た
。
最
初
に
進
学
し
た
大
学
で

は
卒
業
の
た
め
の
最
低
限
の
勉
強
し
か
し
な
か
っ
た
の

で
、
再
度
学
び
直
す
機
会
が
欲
し
い
と
考
え
、
30
代
半

ば
過
ぎ
に
再
び
大
学
に
入
学
。
比
較
日
本
文
学
の
授
業

で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
准
教
授
の
江
戸
川
乱
歩
の
講
義
が

面
白
く
、
卒
業
論
文
は
江
戸
川
乱
歩
。
大
学
院
に
進

み
、
谷
崎
・
芥
川
・
佐
藤
春
夫
の
探
偵
小
説
に
関
す
る

論
文
を
修
士
論
文
と
し
て
提
出
。
博
士
論
文
は
卒
論
と

修
論
を
よ
り
大
き
な
視
点
で
展
開
す
る
。

■
研
究
目
的

　

52
歳
で
修
士
課
程
に
入
っ
た
際
、
教
授
か
ら
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
。
マ
ウ
ス
の
胎
仔
の
臓
器
が
発
達
し
て
い

く
過
程
を
数
値
的
に
解
明
し
よ
う
と
い
う
。
生
物
好
き

な
う
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
技
術
に
長
年
携
わ
る
な
ど
、

物
理
と
数
学
が
得
意
だ
っ
た
た
め
だ
。
修
士
課
程
で

は
、
マ
ウ
ス
の
体
が
ど
れ
だ
け
大
き
く
な
る
か
を
数
式

で
紐
解
い
た
。
博
士
課
程
で
は
、
腸
管
の
ひ
だ
の
数
が

場
所
に
よ
っ
て
違
う
点
を
、
数
式
に
よ
り
解
明
し
て
い

る
。
実
験
で
細
胞
の
数
を
数
え
て
、
予
測
を
立
て
て
、

数
式
で
証
明
し
て
い
く
。
細
か
い
作
業
も
あ
る
が
毎
日

が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。
マ
ウ
ス
の
腸
管
を
切
り
出
す

の
も
自
分
で
や
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
研
究

を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
人
間
の
遺
伝
病
の
病
原

を
な
く
し
て
い
け
る
可
能
性
も
見
え
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

奨
学
金
と
バ
イ
ト
で
高
専
ま
で
行
き
、
陸
上
部
キ
ャ

プ
テ
ン
で
国
体
強
化
選
手
に
も
な
っ
た
。
就
職
し
た

電
機
メ
ー
カ
ー
で
は
先
端
技
術
を
競
っ
た
。
で
も
幸
せ

で
は
な
か
っ
た
。
８
歳
こ
ろ
ま
で
は
、
野
山
を
駆
け
回

り
、
動
物
図
鑑
や
シ
ー
ト
ン
動
物
記
を
読
み
、
好
き
な

こ
と
し
か
や
っ
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
思
い
出
し
た
の

は
52
歳
。
こ
れ
か
ら
は
好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い

こ
う
と
決
め
た
。
声
に
出
し
て
み
た
ら
、
出
会
い
や
援

助
の
手
も
現
れ
た
。
財
団
の
支
援
も
生
か
し
、
研
究
を

通
し
て
人
々
の
幸
せ
や
世
界
の
平
和
に
つ
な
げ
た
い
。

■
研
究
目
的

　

金
ナ
ノ
粒
子
は
周
り
の
電
子
が
振
動
す
る
こ
と
で
赤

や
紫
に
発
色
し
、
金
ナ
ノ
粒
子
が
凝
集
す
る
と
表
面

増
強
ラ
マ
ン
散
乱
と
い
う
、
光
を
増
強
す
る
効
果
が
出

現
す
る
。
本
研
究
で
は
、
そ
の
作
用
を
準
安
定
的
に
合

成
・
制
御
す
る
こ
と
に
成
功
。
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
セ
ン
シ

ン
グ
や
目
に
見
え
な
い
ナ
ノ
情
報
素
子
と
し
て
、
表
面

増
強
ラ
マ
ン
散
乱
を
簡
便
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
想
定
す
る
実
用
例
と
し
て
は
、
偽
造
医
薬
品
の
流

通
防
止
。
10
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
）
程

度
の
微
小
な
金
の
粒
子
を
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
の
表
面
に

印
刷
し
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
判
別
や
商
品
情
報
の
読
み

取
り
を
可
能
に
す
る
。
農
産
品
の
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」

を
守
る
技
術
と
し
て
も
期
待
す
る
。
今
後
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
現
実
世
界
を
つ
な
ぐ
鍵
と
な
る
技
術
だ
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

子
供
の
こ
ろ
か
ら
色
が
変
化
す
る
化
学
実
験
が
大
好

き
だ
っ
た
が
、
進
学
や
就
職
で
は
う
ま
く
行
か
ず
、
さ

ん
ざ
ん
壁
や
回
り
道
に
遭
っ
て
き
た
。
も
う
止
め
よ
う

と
思
う
た
び
に
、
な
ん
と
か
続
け
ら
れ
る
研
究
資
金
が

得
ら
れ
、
今
回
も
「
続
け
な
さ
い
」
と
背
中
を
押
さ
れ

た
思
い
だ
。
以
前
、
自
分
と
同
年
同
月
同
日
産
ま
れ
の

同
僚
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
、
会
社
の
屋
上
か
ら
飛
び
降
り

自
殺
し
た
。
人
が
絶
望
す
る
よ
う
な
社
会
は
貧
し
い
。

豊
か
な
社
会
で
あ
れ
ば
と
悔
し
く
思
う
。
付
加
価
値
が

高
い
技
術
で
社
会
を
豊
か
に
し
た
い
。

永森 和子
52歳

●

森山　茂
61歳

●

福岡 隆夫
63歳

●

東京大学大学院
人文科学研究科

島根大学大学院
医学系研究科

森山技術開発研究所㈱ 
代表取締役

京都大学大学院
工学研究科

同非常勤研究員

１
９
１
０
〜
１
９
３
０
年
代
の

日
本
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
研
究

マ
ウ
ス
胎
仔
の
腸
管
上
皮
に
お
け
る
細
胞
数
と
発
生
過
程
の

数
理
表
現
に
関
す
る
研
究 

―
マ
ウ
ス
臓
器
の
マ
ス
タ
ー
遺
伝
子
発
見

に
関
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
網
羅
的
解
析
と
遺
伝
病
の
起
源
、
原
因
解
明
―

金
ナ
ノ
粒
子
の
自
己
集
合
化
異
方
性
構
造
の

創
製
と
応
用

2020
●

博士号取得支援決定をうけて


